
２００９年３月１日 主日礼拝   ≪誕生祝福式≫  
 

司  会            ①沼田兄                                                               ②林秀兄                                                              ③広山兄     

奏  楽 

祈  祷                  ①三畑兄                             ②川村師                                                              ③大川師      

賛  美    聖歌４９８番    （ヨハネ３の１６） 

                    （イエスは主） 

主の祈り 

                                                                                       

             聖  書            ①② 出エジプト記４章１～５節 

                                                                                  ③                                             ヨハネによる福音書８章１～１２節 
 

音  楽           ①② Ｙｏｕ ｒａｉｓｅ ｍｅ ｕｐ（ＤＶＤ）  

                                                                                                                 ③                                       Ｃｌｏｕｄ Ｂｙ Ｄａｙ 

                                                                                                                                                                                                                                            

メッセージ                  ①② ｢あなたの手にあるそれは何か｣ 柴田順一副牧師   
             ③                                        ｢判決！死刑 執行猶予一生涯｣ 福沢満雄先生 
      

賛  美    「驚くばかりの恵み」（聖２２９・献金） 

頌  栄    「主はすばらしい（Ｇｏｄ ｉｓ ｓｏ ｇｏｏｄ！）」 

祝  祷                            大川従道牧師         

 

 

【大和ニュース】  

・ 日本を代表する巡回伝道者。福沢満雄先生を心から歓迎します。 

・ 入門講座は毎月３回シリーズ。受洗希望者と転入会者は必ず受講して下さい。 

・ 本日､ヨシュア会､ルツバラ会、エステル会、ＧＭ、ＩＣＡ祷援会等あり。 

・ Ｊ．ＰＬＵＳは、青年、学生、ヤングチャペルそれぞれのプログラム。昼食から。 

 

・ 今週の祈祷会では聖餐式がなされます。水曜夜と木曜朝。恵みを受けましょう。 

・ 福音礼拝は火曜昼２時半～３時半。説教は小崎先生。「人間の存在目的発見」 

・ 準備祈祷会は､金曜夜９時～１０時半。説教は大野補教師。 

・ 英語礼拝は､土曜夜６時５０分。説教は柴田先生。日本語翻訳文あり。 

・ ＩＣＡの教師野村優子姉（青）は、先週転入会されました。 

・ ご結婚おめでとうございます。衞藤祐介様と大矢真理様。 ７日（土）１５：３０。 
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石の枕  

 
 「ＤＥＰＡＲＴＵＲＥＳ！ ＪＡＰＡＮ！！」 
 第８１回アカデミー賞授賞式で大サプライズ！日本中で大さわぎ。まさかが 
起こった。日本映画史上初とか。『おくりびと』フィーバーが日本中を駆け巡って 
いる。あのモッくんが、と言う人もいるだろうが、本木雅弘さんが何年も前か 
ら暖ためた内容とのこと。 
 光岡自動車ＫＫは「おくりぐるま」を造り、松竹は世界中から申込みが殺到 
し、松竹の株も日本の映画力の株も上がった。陰の仕事とか、後指さされる仕 
事とか言われて来た納棺師になりたい人も急増中とか。 
 私はまだ観ていないが、なぜ「おくりびと」が注目され、オスカーを取った 
か考えてみた。世界中で毎日のように葬儀がなされているが、その方法は色々 
である。戦地でバラバラにされ荼毘（だび・火葬）される人、川や海に流す水 
葬､遺体をそのまま土の中に入れる土葬､風葬､鳥葬等々。最近は遺骨や遺灰 
を海に山に放つ方法もあり、欧州では花壇に灰をまく地域もあるときく。 
 神も永遠も否定し、死んだら終りとのたもうていた人々が、特に欧米のドラ 
イな人々が、超丁寧な「おくりびと」の所作を観て、日本の伝統文化に感動し 
たのであろう。うらやましいとも思ったであろうか。 
 この映画をＤＥＰＡＲＴＵＲＥＳと英訳したのはおもしろい。旅立ち、出発とは 
どこに行くのだろうか、考えてほしい。 
 私たちは永遠を信じ、また復活も信じる。こんなありがたい教えはない。ま 
さに福音である。「わたしは復活であり、命である。わたしを信じる者は、た 
とい死んでも生きる」（ヨハネ１１の２５、２６）。このような聖言葉を発された 
イエス様を信じて、もう５４年もたつ。死ぬ目に遭遇したのは、今回の「心筋 
梗塞」を入れれば３回。今日まで１度も死を恐れたことはない。いつ死んでも 
天国へ直行させていただけると本気で信じている。まことに幸せ者である。 
 ７年前のこと。ご逝去されたＡ氏の葬儀をこの教会でさせていただいたとき､多勢 
の出席者が福音にふれた。その後、なんと７人の方々があちこちで信仰を持たれ 
たと聞き､涙が出るほどうれしかった。痛みと悲しみのなかで、信仰と誠実さと愛を 
もって､イエスさまのところへお送りする私たち「おくりびと」に対する大きな励ましで 
あった。あらためて､教会でなされる告別式の大切さを感じた。 

 

 

宿 題 （祝 大 ） 今 週 もむさぼるように聖 書 を読 みましょう！ 

A コース：マルコ８章～１１章  B コース：民数記２６章～申命記４章 


